
 

 

 

 

うれしいお電話がありました！ 
 

去る 4 月 28 日（金）に、本校の「春の遠足」がありました。お天気にも恵まれ、5 年生以外の児童たちは、そ
れぞれ分かれて遠足場所に向かいました。 

子どもたちは、お家で作っていただいたお弁当を美味しく食べていました。学校の授業では味わえない思い出作
りができたことだと思います。 

子どもたちがその日の行程を終え、大きなケガもなく無事に帰校することができた後の午後5 時過ぎだったと思
いますが、学校に1 本の電話が入りました。「どちら様ですか？」とお聞きしますと、なんと泉佐野市にお住いの方
だとおっしゃいました。私はてっきり遠足での苦情かなと思いましたが、そうではありませんでした。 

その内容は、1，2 年生が遠足で行った「阪南市立わんぱく王国」でのお話でした。電話をかけてきてくれたのは、
８カ月ぐらいの子どもを連れたお母さんでした。お話を聞くと、１，２年生の子たちがそこへ遠足に行き、自由行
動でフリスビーなどの遊びを友だちと楽しんでいたそうですが、子どもたちがそのような子連れの親子がいること
に気づくと、「危ないから。」と言って場所を変えたり、またそのお子さんの相手をしてあげたりしたそうです。そ
のお母さんからみると、子どもたちはすごく気遣いをしてくれたそうです。その心遣いがうれしかったことと、こ
んな低学年の子たちがこんな気遣いができるなんて思わなかったし、このような子どもたちがいる小学校って、な
んてすばらしい学校なんだとも仰ってくれました。その女性の方は、子どもたちから「和佐小学校です。」と聞いて
いたので、「よくしてくれたお礼をどうしてもお伝えしたい一心で電話しました。」と言っていました。加えて、引
率の先生たちも、実によく丁寧に子どもたちに指導されているのが印象的でしたとも言っていただきました。 

このように、本校の児童のみならず、教職員の事まで褒められると、本当に嬉しく心温まる思いでした。遠足後
の疲れも、その電話で少し軽くなった気がしました。 

気遣いをお気遣いで返していただける、そのような気持ちの輪が拡がればどんなに素晴らしいことだろうと感じ
る出来事でした。 

学級や学校の友だち同士、そして学校・保護者・地域の中においてもこのような輪が拡がり、さらに信頼関係が
拡がっていくことを願っています。 

 

水の事故にご注意を！！ 
5 月も半ばを過ぎ、気温の方も２５℃を上回るようになってまいりました。６月より用水路にも水が入り、田植

えと共に本格的な夏も近くなりました。この時期になると心配なのが「水の事故」です。別紙で「通学路の変更」
のお知らせも発行していますが、学校でも注意喚起を行っていますが、ご家庭でも、今一度「水の怖さ」について
のお話をしていただければ思います。 

つい先日も、北海道で中学生が川で溺れるという事故がありました。子どもたちだけで池や川に行くことはない
ようにしてください。必ず保護者や大人の方が同伴するようにお願いします。たった一つしかない子どもたちの命
を、皆様の眼でお守りください。 
 
 
 
 
 
 
 

地域の方々に支えられています！ 
先日の１７日（水）に、今年度初めてのクラブ活動がありました。和佐小には、１１種のクラブがあります。 
その中の一つ、「護身術クラブ」には、地域先達の方との協働事業として、地域の方にご指導に来ていただいてい

ます。それ以外にも、「図書ボランティア」などの活動で地域の方がご尽力されたり、「アルミ缶募金」をしていた
だいている地域の方、また、毎日の児童の登下校を見守っていただいている地域の方々。学校は、たくさんの地域
の方々のご協力で成り立っています。本当にありがとうございます。 

この場をお借りしまして、厚く御礼申し上げます。           （裏面に行事予定等を貼付） 

和歌山市立 和佐小学校 
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